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山口情報芸術センター［YCAM］では、国際交流基金アジアセンターと共同でマレーシアを拠点に
活躍する演出家・リサーチャーのマーク・テをゲスト・キュレーターに迎え、企画展「呼吸する地図たち」
を開催します。
アジアにおける近代は西洋との交渉の過程と重なり、特に近代化の象徴的産物としての「地図」は、
西洋の影響においてアジアの「国民」の創生、文化、経済、社会の変容を表出し、近代社会特有の空
間概念や共同体意識を生み出す視覚的装置として機能してきました。タイの歴史学者であるトンチャ
イ・ウィニッチャクンは、近代地理学の所産である「地図」によって、近代国家としてのタイの空間概念、
共同体意識（国民意識）が形成されてきたと指摘し、その概念を「地理的身体（geo-body）」*と称しました。
本展では、「地図」によって規定されてきた「地理的身体」を静的なものとして捉えるのではなく、「地図」
と「地図」の間にある、さまざまな時層での社会の変容を読み解きつつ、人間のアクチュアルな身体的
活動の集積から形作られる「生きた地理的身体」を探求していきます。その事例として「歩きながら考
えた」先人たちからもインスピレーションを得ています。国内を隈なく歩き「日本」と「日本人」を考えた山
口出身の宮本常一、東南アジア島嶼部を歩き東南アジアと日本の関係を考えた鶴見良行などです。
正史と称されるものに表れることのないその営みにこそ、地理（空間）と歴史（時間）をつなぎ、硬直化し
た世界を打破し前進していくためのヒントが隠されているのではないでしょうか。
展覧会の中心となるのは、東南アジアと日本のアーティストやリサーチャーたちが、自らの身体を介して、
各国の歴史、文化、政治、経済、具体的な日常生活など幅広い社会事象を捉え、自らの言葉によって
語りかけるレクチャーやレクチャー・パフォーマンス作品です。YCAM館内のホワイエを拠点に、毎週末
土曜日を中心に開催します。また会場では、それらに関連した映像インスタレーションやドキュメンテー
ションの上映などもおこないます。
くしくも本年、日本では明治維新から150年の節目を迎えています。近代化の起点の一つともなった山
口において、アーティストやリサーチャー自身の「声」、「言葉」によって、新たな「地図」を描き出すことを
目指します。

*参照：トンチャイ・ウィニッチャクン著『地図がつくったタイ――国民国家誕生の歴史――』（明石書店、2003年）  

Yamaguchi Center for Arts and Media [YCAM] and The Japan Foundation Asia Center will 
present “The Breathing of Maps,” an exhibition and series of events developed in collaboration 
with Malaysia-based director and researcher Mark Teh as a co-curator.  
As a symbolic product of the modernization process, maps reveal the dramatic changes in 
national sovereignty, culture, economics, and ways of living.  Tracing the complex processes by 
which a bordered ‘Siam’ came into being between 1850 and 1910 - a period overlapping with 
Japan’s Meiji Restoration - historian Thongchai Winichakul has shown how encounters with 
Western map-making were instrumental in the formation of modern nation-states in Southeast 
Asia.* However, premodern or earlier maps in the region were identified by their centres and 
lack of borders - visualised as mandalas, itineraries or cosmographs. 

“A map created a nation... its geo-body is born in a map, and nowhere else”. 
Thongchai Winichakul, Siam Mapped (1994).

Treating the geo-bodies of nation-states as dynamic and unstable entities, “The Breathing of 
Maps” examines social transformations that lie between maps - between different areas, eras 
and errors.  Unfolding over 12 weeks, the exhibition brings together a network of artistic and 
research practices that chart the shifting intersections of capital, crisis, citizenry and the 
colonial in their respective locations.  The exhibition includes artworks, performances, lectures 
and workshops which complicate conventional ideas of cartography, propose counter-mapping 
potentialities, and foreground imaginative mappings and continuities between people, place 
and practices.

* See Thongchai Winichakul, “Siam Mapped: A History of the Geo-Body of a Nation.”  Honolulu: University of Hawai’i Press, 1994. 
Japanese translation published by Akashi Shoten, 2003.

Guest Curator
Mark Teh [Theatre director, Researcher, Malaysia]
 
Artists/Researchers
Irwan Ahmett & Tita Salina [Artists, Indonesia]
Carlos Celdran [Performance artist, Philippines]
chi too [Artist, Art worker, Malaysia]
Farish A. Noor [Historian, Malaysia]
Janet Pillai [Sociologist, Malaysia]
Vandy Rattana [Artist, Cambodia]
Okui Lala [Artist, Malaysia]
Ho Rui An [Artist, Singapore]
Kohara Masashi [Curator, Japan]
Shiga Lieko + Shimizu Chinatsu + Nagasaki Yoshitomo [Japan]
Takayama Akira [Theatre director, Japan]
Nishio Kaori [Playwright, Japan]
Furuichi Yasuko
[The Japan Foundation Asia Center Exhibition Coordinator, Japan]

yang02 [Artist, Japan]
the center for remembering 3.11 (sendai mediatheque) [Japan]
Works by Komori Haruka + Seo Natsumi / Suzuo Keita / 
Fujii Hikaru from the exhibition “Record and Recalling - 
Walking on the house of image”
 
Organized by Yamaguchi City,
Yamaguchi City Foundation for Cultural Promotion,
The Japan Foundation Asia Center
In association with Yamaguchi City Board of Education
In cooperation with the center for remembering 3.11 
(sendai mediatheque)
Supported by the Agency for Cultural Affairs Government
of Japan in the fiscal 2018
Co-developed with YCAM InterLab
Produced by Yamaguchi Center for Arts and Media [YCAM]

The Breathing of Maps
December 15, 2018 ‒ March 3, 2019 | 10:00-20:00 | Closed on Tuesdays and winter holidays (Dec 29‒Jan 3)
Foyer and Studio B, Yamaguchi Center for Arts and Media [YCAM] | Admission free

2018年12月15日［土］̶ 2019年3月3日［日］｜10:00-20:00｜火曜日、年末年始（12/29-1/3）休館
山口情報芸術センター［YCAM］ ホワイエ、スタジオB｜入場無料

ゲスト・キュレーター
マーク・テ（演出家、研究者／マレーシア）
 
アーティスト／リサーチャー
イルワン・アーメット＆ティタ・サリナ （アーティスト／インドネシア）
カルロス・セルドラン （パフォーマンス・アーティスト／フィリピン）
チ・トゥー （アーティスト、アートワーカー／マレーシア）
ファリッシュ・ヌール  （歴史学者／マレーシア）
ジャネット・ピレイ （社会学者／マレーシア）
ヴァンディ・ラッタナー（アーティスト／カンボジア）
オクイ・ララ （アーティスト／マレーシア）
ホー・ルイアン （アーティスト／シンガポール）
小原真史 （キュレーター／日本）
志賀理江子＋清水チナツ＋長崎由幹 （日本）
高山明 （演出家／日本）
西尾佳織 （劇作家／日本）
古市保子 （国際交流基金アジアセンター美術コーディネーター／日本）
やんツー （美術家／日本）
3がつ11にちをわすれないためにセンター（せんだいメディアテーク） 
「記録と想起・イメージの家を歩く」展より
小森はるか＋瀬尾夏美／鈴尾啓太／藤井光
 
主催‖山口市、公益財団法人山口市文化振興財団、
　　　国際交流基金アジアセンター
後援‖山口市教育委員会
協力‖3がつ11にちをわすれないためにセンター
　　　（せんだいメディアテーク） 
助成‖平成30年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業
共同開発‖YCAM InterLab
企画制作‖山口情報芸術センター［YCAM］

本展は、国際交流基金アジアセンターと共同で
主催するものであり、アジアセンターが2015年より
取り組む、東南アジアと日本のキュレーターによる
共同キュレーション事業「Condition Report」の
成果の一環として開催するものです。

呼吸する地図たち

天
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地図は、空間的および国家の主権、文化、経済、そして生き方に対する人々の想像力の
劇的で、かつ隠喩的な変化を明らかにするメディア、装置、表象である。

ホー・ルイアン
レクチャー・パフォーマンス／インスタレーション「アジア・ザ・アンミラキュラス」
《アジア・ザ・アンミラキュラス》は、1997年のアジア通貨危機を出発点に、アジアの奇跡、経済危機とそこ
からの復興についての国を超えた物語である。ホーは、タイ、マレーシア、韓国、日本にてリサーチをおこな
い、ポップカルチャーにおけるアジア経済の未来主義の出現、発信、流通の軌跡をたどる。本作では、背後
で働く権力を表象する「人間の手」というモチーフを通して、国家を支配する外的、内的な力が表現される。

チ・トゥー
インスタレーション「ピカ-boo」／パフォーマンス「カット・グラス・ピース（草を刈る作品）」
チ・トゥーは、2010年、丸木位里と俊によって描かれた《原爆の図》との出会いに端を発し、日本で10ヶ
月間にわたる「第二次世界大戦と原爆についての相互理解としてのパブリック・パフォーマンス・アート」と
いうリサーチ・プロジェクトを展開した。チ・トゥーは、このリサーチの主題について、日本の観衆と対話する
試みとして「ピカ-boo」という一連のパフォーマンスを実施。しかし、10ヶ月後、この試みは、沈黙の独白
へと帰結する。本展では、インスタレーションによりこの一連のプロセスを公開しながら、「ピカ-boo」の最
後のパフォーマンスとなった《カット・グラス・ピース（草を刈る作品）》を再演する。

ファリッシュ・ヌール
レクチャー「知るべきことは何もない：トーマス・ラッフルズジャワの地図と帝国認識論」
本レクチャーでは、歴史学者、政治学者のファリッシュ・ヌールが、植民地時代の地図製作の役割や地図
と権力の関係を紐解く。特に、英領ジャワの最初の副知事で、東南アジアの遺跡発掘やシンガポールの
「発見」で知られるトーマス・ラッフルズにより出版された書籍『ジャワの歴史』（1817）に掲載された200
年前の地図に焦点を当てる。

小原真史
レクチャー「人類館と博覧会」
1877年（明治10年）より、欧米の先端技術を紹介し、国内の殖産興業を推進することを目的として開か
れた内国勧業博覧会。1903年に大阪で開かれた第五回内国博は、台湾の日本への編入を背景として
植民地パビリオンが作られるなど、日本が帝国としての威容を国内外に示す重要な契機となった。その中
で、日本初の「人間の展示」が行われた人類館と新たに発見された写真を中心に近代日本の自己像と他
者像について考察する。

西尾佳織
レクチャー・パフォーマンス
「なぜ私はここにいて、彼女たちはあそこにいるのか～からゆきさんをめぐる旅～」

5歳から5年半をマレーシアのクアラルンプールで過ごした西尾が、2018年、奇縁から日本人墓地に眠
る人々のリサーチを開始した。墓地に眠る8割はからゆきさんと呼ばれた日本人女性であった。主に島
原・天草から東南アジアへ渡り、春を鬻いだ彼女たちの足跡をたどった旅について話をする。

イルワン・アーメット＆ティタ・サリナ
レクチャー・パフォーマンス「ネーム・ロンダリング」
環太平洋地域における地政学的問題に取り組むアーメットとサリナが10年継続しているプロジェクトの
一環として、本展では、東南アジアの海上交通の要衝、マラッカ海峡におけるインドネシアとシンガポー
ルとの関係を改めて再考する作品を発表する。植民地主義、ナショナリズム、資本主義から生まれた国
家や国境の支配に対し、歴史上の航海、密輸、転覆工作、宣誓といった行為からヒントを得て、シンガ
ポールの国境を通過するための8つの方法を提案する。

オクイ・ララ
パフォーマンス「通訳を手伝ってくれませんか？」
オクイは、歴史的に東南アジア、インド、中国、そして西洋との交易の拠点となってきたペナン島の多文化
な環境の中で生まれ育ち、移民や移動、国を離れ離散した民族のアイデンティティについてリサーチし、
作品を発表してきた。近年では、ミャンマー、日本、マレーシアのリサーチを展開している。本展では、ヤン
ゴンと東京で購入したミャンマー人向けの二冊の日本語の教科書をもとに、労働、翻訳、適応とは何かを
問いかける対話とパフォーマンスを発表する。

ジャネット・ピレイ
レクチャー「マッピング・カルチャー :変化の理解とマネージング」
社会学者であるピレイによる本レクチャーでは、カルチュラル・マッピングやプレイスメイキングの活動を
紹介する。特に人々、土地、地理的な場所の活用の間に生じる相互作用に焦点をあて、文化的なエコロ
ジーと継続性を理解するための過程や手段、技術についてレクチャーをおこなう。

志賀理江子＋清水チナツ＋長崎由幹
レクチャー「ヒューマン・スプリング」
地球の地軸の傾きによってもたらされる四季。長い冬から突然訪れる東北の春。春は、社会的な時節で
あるとともに、個人の身体・精神にも変化をもたらす。震災から8度目の春を迎えようとする今、東北に暮ら
す志賀、清水、長崎が、“人間の春”について、3者の視点を交えながら語る。

古市保子
レクチャー・パフォーマンス「アジアを歩く Jalan-jalan di Asia」
国際交流基金において、1990年代から現在に至るまで、美術コーディネーターとしてアジアと日本の美
術交流事業を手掛けてきた古市が、これまでの事業に携わったキュレーターやアーティストたちから提供
されたキーワードをきっかけとして、アジアのアートフィールドの「遊歩者」として語る。

高山明
リサーチ・ワークショップ「海賊スタディ」
イルワン・アーメット＆ティタ・サリナのレクチャー・パフォーマンスと呼応する形で実施する。海峡で国籍と
いう概念を超えて暮らす海上生活者から着想し、国家の周縁から領域を超える広義の意味での「海賊」
を、移動性、越境、侵入、ハッキングなどの視点から参加者と共にリサーチをおこなう。現代における新し
い海賊像を探るワークショップ。

カルロス・セルドラン
映像ドキュメント上映イントラムロス・パフォーマンス・ツアー「Walk This Way」
パフォーマンス・アーティスト、活動家として知られるセルドランが、マニラの史跡「イントラムロス」で毎日
のように開催している観光ガイドツアーのドキュメンテーションを上映する。スペインからアメリカ統治時
代へ、さらに第二次世界大戦中の日本軍による占領、アメリカによる空爆破壊、マルコス政権による史跡
の復興など、数々の歴史的事象によって上書きされてきたイントラムロスの歴史を歩きながら巡り、セルド
ラン独自の視点でツアーする。

やんツー
インスタレーション「Urbanized Typeface」
アーティスト自らが山口の都市をロードバイクで移動し、 GPSによって記録した軌跡からフォント（文字）
を生成。自作ソフトウェアにて、高度を含めた地形データを持つアルファベットが可視化される。見慣れた
アルファベットのフォントが、都市基盤の様々な制約の中でいびつに歪められつつ形成されていく。鑑賞
者はVRを使った主観視点で、山口の地形でのフォント形成の過程を追体験する。2009年から国内外の
各都市で制作されていているプロジェクトの山口版。

ヴァンディ・ラッタナー
ヴィデオ・インスタレーション「独白」
本作は、クメール・ルージュ政権崩壊後のカンボジアで生まれ育ち、厳格なフォトジャーナリズムと芸術を
横断的に活動してきたラッタナーが2015年に発表した映像作品。作者自身の声によって語られる「独
白」は、クメール・ルージュ政権下で亡くなった未だかつて会ったことのない姉に向けられたものである。
プンセンと呼ばれる2本のマンゴーの木の下に祖母と共に眠る姉への語りかけによって、公的な歴史か
らこぼれ落ちた物語をすくい上げ、個人によって紡がれる土地の肖像が立ち上がる。

3がつ11にちをわすれないためにセンター（せんだいメディアテーク）
インスタレーション展覧会「記録と想起・イメージの家を歩く」より
小森はるか＋瀬尾夏美「波のした、土のうえ」／鈴尾啓太「沿岸部の風景」／藤井光「沿
岸部の風景記録」
2011年に発生した東日本大震災。震災後、せんだいメディアテークにて「3がつ 11にちをわすれないた
めにセンター」が開設され、市民、専門家、アーティスト、スタッフが協働し、独自に復旧・復興のプロセス
を記録・発信に取り組む。本展では、この記録を活用した展覧会「記録と想起・イメージの家を歩く」より、
小森はるか＋瀬尾夏美、鈴尾啓太、藤井光の3つの映像作品を抜粋、災害を受けた土地以外で暮らす
人々にとっては想像もつかない、共同体の大小様々な変化・喪失を、アーカイブという文化的活動によっ
て集積し、個々人により新たな「地図」を描くための取り組みとして紹介する。

地
図
たち
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Maps are media / devices / representations, that reveal the dramatic and 
metaphorical changes in imagining spatial and national sovereignty, 
culture, economics and ways of living.  

Ho Rui An
Lecture performance / Installation “Asia the Unmiraculous”
Departing from the 1997 regional financial crisis, “Asia the Unmiraculous” investigates a 
transnational narrative of Asian miracle, crisis and recovery.  Having conducted extensive 
research in Thailand, Malaysia, South Korea and Japan, Rui An tracks the emergence, 
transmission and circulation of Asian economic futurisms in popular culture and the 
mainstream media - examining the external and internal demands for control of the 
nation-state through the leitmotif of ‘the human hand’.

chi too
Installation “pika-boo” / Performance “Cut Grass Piece”
In 2010, chi too encountered “The Hiroshima Panels” by Toshi and Iri Maruki, which 
moved him to undertake a 10-month research fellowship in Japan.  Ambitiously titled 
“Public Performance Art works as an Act of Mutual Forgiveness and Understanding of the 
Second World War and the Atomic Bomb Incidents”, he conceived the “pika-boo” series to 
create dialogue on the subject matter.  However, over the 10 months, the desire to 
dialogue inadvertently became a silent monologue.  The installation includes artefacts, 
resources, documentation of performances and reflections on the process of making 
“pika boo”.   On the opening weekend of the exhibition chi too will perform “Cut Grass 
Piece”, the final piece in the series.

Farish A. Noor
Lecture “Nothing Left to Know: Stamford Raffles' Map of Java and the 
Epistemology of Empire"
This lecture by historian and political scientist Farish explores the role of colonial 
cartography, and the relationship between maps and power.  In particular, Farish focuses 
on a 200 year-old map published in “The History of Java” (1817) by Stamford Raffles, the 
first Lieutenant-Governor of British Java - credited with discovering many of its ancient 
ruins, as well as the ‘founding’ of modern Singapore.

Kohara Masashi
Lecture “The 1903 Human Pavilion and Expositions”
From 1877, National Industrial Exhibitions were held in Japan to introduce the advanced 
technologies of Europe and America, as well as to promote the development of new 
industries locally.  In 1903, against the backdrop of Japanese rule over Taiwan, the 5th 
National Industrial Exhibition was held in Osaka, providing an important opportunity to 
display the might of Japanese imperialism to people in Japan and around the world. 
Using newly discovered photographs from the 1903 Exhibition, this lecture will provide 
observations into modern images of the Japanese ‘self’ and ‘other’, with a focus on the 
Human Pavilion created at the Anthropological Hall. 

Nishio Kaori
Lecture performance
“Why I am here, why she is there - Journeys around Karayuki-san”
In 2018, Nishio, who lived in Kuala Lumpur for five and a half years from the age of 5, 
experienced a turn of fate and began researching a cemetery for Japanese people in 
Penang, Malaysia. 80% of the people buried there were Japanese women known as 
Karayuki.  Nishio will talk about the journeys of these women who came mainly from 
Shimabara and Amakusa, and their involvement in sex work across Southeast Asia.

Irwan Ahmett & Tita Salina
Lecture performance “Name Laundering”
As part of their ongoing 10-year series of artistic and social interventions reflecting on 
the geopolitical issues in the Pacific Rim, Irwan and Tita reexamine the relations between 
Indonesia and Singapore in the Straits of Malacca, one of the most important waterways 
in Southeast Asia.  Responding to state and border controls created from colonialism, 
nationalism and capitalism, they propose eight ways to penetrate the borders of 
Singapore - inspired by historical acts of seafaring, smuggling, subversion and ‘sumpah’ 
(oath / promise). 

Okui Lala
Performance “Can you help me translate?”
Raised in the multilingual environment of Penang island, a historic trading port between 
Southeast Asia, India, China and the west, Okui’s work investigates migration, mobilities 
and diasporic identities.  In recent years, she has been researching across Burma, Japan 
and Malaysia.  Inspired by two Japanese language learning books (for Burmese) that she 
bought in Yangon and Tokyo, Okui will engage in a conversation and performance that 
questions labour, translation and adaptation.

Janet Pillai
Lecture “Mapping Culture: Understanding & Managing Change”
This lecture by sociologist Janet Pillai is an introduction to the practices of cultural 
mapping and place-making.  Focusing on the interaction between people, place and use in 
a geographical site, Janet will discuss the processes, tools and techniques to understand 
cultural ecology and continuity.

Shiga Lieko + Shimizu Chinatsu + Nagasaki Yoshitomo
Lecture “Human Spring”
The four seasons are brought about by the tilting of the Earth’s axis. Spring in Tohoku 
suddenly comes after the long winter. The occurrence of “spring” since the earthquake 
has brought about changes to the social season, as well as physical and mental changes 
in individuals. Intermixing their own perspectives, Shiga, Shimizu and Nagasaki will 
discuss what they have witnessed in Tohoku, eight human springs after the earthquake.

Furuichi Yasuko
Lecture performance “Jalan-jalan di Asia (Wandering in Asia)”
From the 1990s to the present day, Furuichi has been involved as a coordinator at The 
Japan Foundation in art-related cultural exchange projects between Asia and Japan. 
Using keywords suggested by the curators and artists who have participated in these 
exchange projects, she will talk from the perspective of a “flâneur” - someone strolling 
through the art fields of Asia.

Takayama Akira
Research workshop “Pirates’ Study” 
Held as a response to the lecture performance by Irwan Ahmett and Tita Salina, this 
workshop will delve into the new image of ‘piracy’ in the contemporary world. Based on 
the idea of someone living at sea outside the concept of national citizenship and 
boundaries, Takayama and the participants will research together various perspectives 
related to the issues of mobility, border-crossings, infiltration, and hacking.

Carlos Celdran
Screening Intramuros Performance Tour “Walk This Way”
Video documentation of activist and performance artist Celdran’s guided tour through 
Intramuros, Manila. Celdran gives a tour from his own unique perspective while walking 
through Intramuros, a historical site that has been rewritten over numerous times - taking 
us through Spanish and American rule, with detours via the Japanese Occupation, the Battle 
of Manila led by Douglas MacArthur, and it’s eventual reconstruction by Imelda Marcos.

yang02 
Installation “Urbanized Typeface”
Travelling around Yamaguchi on a road bike, the artist recorded his journeys with a GPS 
device.  Using software developed personally to visualise the geographical data from his 
movement and routes, yang02 generates a new font based on the urban infrastructure, 
restrictions and characteristics of Yamaguchi’s streets.  The audience will experience this 
relationship between geography and typography through a virtual reality, first person 
point of view.  This version of “Urbanized Typeface” is a continuation of a series that has 
been conducted in various cities across Japan and the world since 2009.  

Vandy Rattana
Video installation “MONOLOGUE”
This video was created in 2015 by Vandy Rattana, an artist and photojournalist born and 
raised in Cambodia following the fall of the Khmer Rouge.  “MONOLOGUE,” in which the 
artist speaks in his own voice, is directed at his older sister who died under the Khmer 
Rouge regime and whom he never met. By speaking to his sister, who lies next to their 
grandmother under two mango trees called Pum Sen, he picks up a story that has fallen 
through the cracks of official history, and reveals the scars that continue to mark 
individuals, landscapes and memories.

the center for remembering 3.11 (sendai mediatheque)
Installation works by Komori Haruka + Seo Natsumi / Suzuo Keita / Fujii Hikaru 
from the exhibition “Record and Recalling - Walking on the house of image”
As a response to the 2011 Great East Japan Earthquake, sendai mediatheque established 
‘the center for remembering 3.11’ to record the process of recovery and reconstruction 
undertaken autonomously by diverse citizens, experts, artists, and staff.  In this exhibition, 
we include video works by  Komori Haruka + Seo Natsumi, Suzuo Keita and Fujii Hikaru, 
which were first exhibited in ‘Record and Recalling’ (2014-2015).  These works can be 
understood as part of larger cultural activities initiated to archive change and loss in 
communities, and to redraw and renew personal maps.  
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12.17［月］―3.3［日］
 17:30–18:30（終了予定）  ※土曜、2/10［日］を除く 

通期展示

「ピカ-boo」チ・トゥー
―
「独白」ヴァンディ・ラッタナー
―
「アジア・ザ・アンミラキュラス」
ホー・ルイアン
―
「Urbanized Typeface」やんツー
―
3がつ11にちをわすれないためにセンター
（せんだいメディアテーク）
展覧会「記録と想起・イメージの家を歩く」より
「波のした、土のうえ」小森はるか＋瀬尾夏美
「沿岸部の風景」鈴尾啓太
「沿岸部の風景記録」藤井光
―
そのほか、参加アーティスト／リサーチャーによる、
レクチャー・パフォーマンス／レクチャーなどに
関連したドキュメント作品などを展示します

2019

2018年12月15日［土］―2019年3月3日［日］  
山口情報芸術センター［YCAM］ ホワイエ、スタジオB　入場無料

毎 週 末 の 土 曜 日 （ 一 部 日 曜 ・ 祝 日 開 催 ） に 、

東 南 ア ジ ア と 日 本 の ア ー テ ィ ス ト ／ リ サ ー チ ャ ー た ち が 、

そ れ ぞ れ の 視 点 、 言 葉 で 語 る

レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー マ ン ス ／ レ ク チ ャ ー を 開 催 し ま す 。
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て
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動
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ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
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て
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に
歴
史
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市
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と
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え
て
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の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
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ジ
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マ
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覧
会
や
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
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筆
活
動
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ー
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イ
ン
タ
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ベ
ン
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ョ
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も
あ
る
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ン
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ー
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ス
ミ
ス
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レ
ッ
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術
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学
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。  

ア ー テ ィ ス ト ／ リ サ ー チ ャ ー

主催‖山口市、公益財団法人山口市文化振興財団、国際交流基金アジアセンター
後援‖山口市教育委員会
協力‖3がつ11にちをわすれないためにセンター（せんだいメディアテーク）
助成‖平成30年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業
共同開発‖YCAM InterLab
企画制作‖山口情報芸術センター［YCAM］

Organized by Yamaguchi City, Yamaguchi City Foundation for Cultural Promotion,

The Japan Foundation Asia Center

In association with Yamaguchi City Board of Education

In cooperation with the center for remembering 3.11 (sendai mediatheque)

Supported by the Agency for Cultural Affairs Government of Japan in the fiscal 2018

Co-developed with YCAM InterLab

Produced by Yamaguchi Center for Arts and Media [YCAM]
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兼
任
し
た「
マ
ニ
ラ・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」 （

20
18
年
）が
あ
る
。

 チ・
ト
ゥ
ー

 ［
ア
ー
ティ
スト
、ア
ート
ワ
ー
カ
ー
／
マ
レ
ー
シ
ア
］  1

98
1年
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
生
ま
れ
。マ
ス・
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
と
音
響
工
学
の
教

育
背
景
を
持
っ
た
、学
際
的
な
ア
ー
ティ
スト
。実
践
で
は
、ユ
ー
モ
ア
、風
刺
、視
覚
的
詩
学
の
大
胆
な
探
求
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。  主
に
作
品
で
は
、広
い

範
囲
の
テ
ー
マ
や
物
事
を
扱
う
た
め
、時
に
は
何
を
や
っ
て
い
る
ア
ー
ティ
スト
な
の
か
言
及
す
る
こと
が
難
し
い
。実
践
的
活
動
は
、崇
高
と
軽
薄
、社
会
的

で
あ
り
個
人
的
、そ
して
、明
快
と
難
解
の
間
で
揺
れ
動
く
。実
験
的
な
音
楽
や
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
、パ
ブ
リッ
ク
ア
ート
プ
ロ
ジ
ェ
クト
で
は
、複
雑
で
多
面
的
な

実
践
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
とし
て
、都
市
空
間
や
観
客
と
関
わ
り
を
持
つ
こと
に
興
味
を
持
っ
て
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。  大
学
に
て
芸
術
集
団「
ベ
ス

ト・
ア
ート
・シ
ョ
ー・
イ
ン・
ザ・
ユ
ニ
バ
ー
ス
」の
メ
ン
バ
ー
とし
て
活
動
後
、マ
レ
ー
シ
ア
国
内
外
で
様
な々
展
覧
会
や
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ント
に
参
加
。

 フ
ァ
リッ
シ
ュ・
ヌ
ー
ル

 ［
歴
史
学
者
／
マ
レ
ー
シ
ア
］  
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ナ
ン
ヤ
ン
工
科
大
学

S
. ラ
ジ
ャ
ラト
ナ
ム
国
際
研
究
所

 准
教
授
。

主
な
著
書
に
、『

B
ef

or
e 

th
e 

P
iv

ot
: A

m
er

ic
a’

s 
En

co
un

te
rs

 w
ith

 S
ou

th
ea

st
 A

si
a 

18
00

-1
90

0』（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
版
局
、

20
18
年
）、『

Th
e 

D
is

cu
rs

iv
e 

Co
ns

tr
uc

tio
n 

of
 S

ou
th

ea
st

 A
si

a 
in

 1
9t

h 
Ce

nt
ur

y 
Co

lo
ni

al
-C

ap
ita

lis
t D

is
co

ur
se
」（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
版
局
、 2

01
6年
）が
あ
る
。 1

9世
紀
の
植
民
地
時
代
を
中
心
に
、東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
幅
広
く
執
筆
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

 ジ
ャ
ネ
ット
・ピ
レ
イ

 ［
社
会
学
者
／
マ
レ
ー
シ
ア
］  

20
13
年
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
芸
術
学
部
准
教
授
を
務
め
る
。現
在
は
、文
化
的
持

続
性
を
主
眼
に
し
た
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
、お
よ
び
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・マ
ッ
ピ
ン
グ （
文
化
的
な
目
的
に
よ
る
社
会
状
況
の
調
査
・
分
析
）を
お
こ
な
う
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
アド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。  
地
域
機
関
、組
織
、ま
た
専
門
家
と
の
協
働
、あ
る
い
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
通
し
て
、地
域
社
会
に
携
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
クト
に
取
り
組
む
。  マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、オ
ー
スト
リ
ア
、香
港
の
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・マ
ッ
ピ
ン
グ
・プ
ロ
ジ
ェ
クト
を
牽
引
。芸
術
文
化
教
育
と
サ
ス
テ
ー
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

5冊
の
著
書
や
多
数
の
記
事
を
執
筆
。ア
ジ
ア
地
域

の
エ
キ
ス
パ
ート
、ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
貢
献
し
て
い
る
。

 ヴ
ァ
ン
デ
ィ・
ラ
ッ
タ
ナ
ー

 ［
ア
ー
テ
ィ
スト
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
］  
ク
メ
ー
ル
・ル
ー
ジ
ュ
の
余
波
が
残
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
生
ま
れ
育
つ
。ラ
ッ
タ
ナ
ー

は
、控
え
め
で
平
穏
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
歴
史
的
暴
力
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
描
き
だ
す
。 2

00
5年
に
写
真
を
始
め
、主
に
、フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を

用
い
た
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
に
よ
り
、厳
格
な
フ
ォト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
芸
術
的
実
践
の
境
界
線
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
作
品
を
制
作
。近
年
で
は
、歴
史

的
文
献
と
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
関
係
性
を
哲
学
的
に
探
求
す
る
作
品
を
多
く
制
作
し
て
い
る
。最
初
の
短
編
映
画「

M
O

N
O

LO
G

U
E」
（

20
15
年
）の

後
、 2

01
8年
に
短
編
映
画「

FU
N

ER
A

L」
を
発
表
し
た
。

 オ
ク
イ・
ラ
ラ

 ［
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
マ
レ
ー
シ
ア
］  

19
91
年
生
ま
れ
。ペ
ナ
ン
島
を
拠
点
に
活
動
を
お
こ
な
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
お
よ
び
カ
ル

チ
ャ
ー・
ワ
ー
カ
ー
。オ
ク
イ
の
活
動
は
、ビ
デ
オ
や
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィと
の
協
働
ま
で
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
。移
住
背
景
や
翻
訳
プ

ロ
セ
ス
を
リ
サ
ー
チ
し
、よ
り
大
き
な
社
会
的
、文
化
的
、政
治
的
な
環
境
に
お
け
る
、母
国
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。マ

レ
ー
シ
ア
国
立
美
術
館
で
は
、ビ
デ
オ・
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
作
品「

M
y 

la
ng

ua
ge

 p
ro

fi
ci

en
cy
」（

20
17
）に
て
、 4
つ
の
言
語（
マ
レ
ー
語
、北
京

語
、英
語
お
よ
び
福
建
語
）で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。最
新
作「
中
国
の
囁
き：
＜
天
一
一
星
、地
下
開
書
齋
＞
」（

20
18
）で
は
、親

族
と
共
に
潮
州
語
の
朗
読
を
お
こ
な
っ
た
。さ
い
た
まト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ （

20
16
）に
参
加
。 2

01
7年
に
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
の
移
民
、移
動
性
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
芸
術
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
クト
と
し
て
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
フェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
取
得
。

 ホ
ー・
ル
イ
ア
ン

 ［
ア
ー
テ
ィ
スト
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
］  
現
代
美
術
、映
画
、パ
フォ
ー
マ
ン
ス
、理
論
の
交
錯
点
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
スト
、ラ
イ

タ
ー
。グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
国
家
な
ど
に
よ
る
統
治
の
文
脈
に
お
い
て
、視
覚
的
な
象
徴 （
イ
メ
ー
ジ
）の
出
現
、伝
達
、消
滅
を
調
査
す
る
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
書
き
、語
り
、思
考
す
る
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
主
に
、「
銀
川
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」 （

20
18
）、「
ジ
ャ
カ

ル
タ・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」 （

20
17
）、「
シ
ャ
ル
ジ
ャ・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

13
」（

20
17
）、「
コ
チ・
ム
ジ
リ
ス・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」（

20
14
）、
ハ
オ
ス・
デ
ア・
ク
ル
トゥ
ー

レ
ン・
デ
ア・
ヴェ
ル
ト （
ベ
ル
リ
ン

, 2
01

7）
、ホ
ル
ヘ・
バ
ル
ガ
ス
博
物
館

 （
マ
ニ
ラ

, 2
01

7）
、 N

U
Sミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

, 2
01

6）
に
て
プ
ロ
ジ
ェ
クト

を
発
表
し
て
い
る
。 2

01
8年
、  D

A
A

D（
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
）の
奨
学
を
受
け
、  現
在
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

 小
原
真
史

 ［
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
日
本
］  

19
78
年
生
ま
れ
。監
督
作
品
に「
カ
メ
ラ
に
な
っ
た
男
ー
写
真
家
中
平
卓
馬
」が
あ
る
。 2

00
5年
に

「
中
平
卓
馬
試
論
」で
第

10
回
重
森
弘
淹
写
真
評
論
賞
、 2

01
6年
に
日
本
写
真
協
会
賞
学
芸
賞
を
受
賞
。 I

ZU
 P

H
O

TO
 M

U
S

EU
M
研
究

員
と
し
て「
荒
木
経
惟
写
真
集
展
　
ア
ラ
ー
キ
ー
」、「
宮
崎
学
　
自
然
の
鉛
筆
」展
、「
増
山
た
づ
子
　
す
べ
て
写
真
に
な
る
日
ま
で
」展
、「
小
島

一
郎
ー
北
へ
、北
か
ら
」展
な
ど
を
担
当
。単
著
に『
富
士
幻
景
ー
近
代
日
本
と
富
士
の
病
』。
共
著
に『
時
の
宙
吊
り
ー
生
・
写
真
・
死
』、『
戦
争
と

平
和
ー〈
報
道
写
真
〉が
伝
え
た
か
っ
た
日
本
』、『
森
の
探
偵
ー
無
人
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
日
本
の
自
然
』な
ど
が
あ
る
。

 志
賀
理
江
子
＋
清
水
チ
ナ
ツ
＋
長
崎
由
幹

 ［
日
本
］  
写
真
家
の
志
賀
理
江
子（

19
80
年
愛
知
県
生
ま
れ
）、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
清
水
チ
ナ
ツ （

19
83
年
福
岡
県
生
ま
れ
）、
映
像
制
作
の
長
崎
由
幹（

19
85
年
宮
城
県
生
ま
れ
）か
ら
な
り
、宮
城
県
を
拠
点
に
、志

賀
理
江
子「
ヒ
ュ
ー
マ
ン・
ス
プ
リ
ン
グ
」展
（

20
19
年

3月
、東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
催
）の
作
品
制
作
に
む
け
て
共
同
で
活
動
す
る
チ
ー
ム
。東
北
の

人
、風
土
、歴
史
に
学
び
な
が
ら
、日
々
の
気
づ
き
を
共
有
・
交
換
す
る
た
め
に
集
ま
り
、読
書
会
や
上
映
会
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

 高
山
明

 ［
演
出
家
／
日
本
］  

19
69
年
生
ま
れ
。 2

00
2年
、プ
ロ
ジ
ェ
クト
ご
と
に
形
を
変
え
て
作
ら
れ
る
創
作
ユ
ニ
ット

P
or

t B
（
ポ
ル
ト・

ビ
ー
）を
結
成
し
、実
際
の
都
市
を
使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、ツ
ア
ー・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、社
会
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
クト
、言
論
イ
ベ
ン
ト
、観
光

ツ
ア
ー
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。い
ず
れ
の
活
動
に
お
い
て
も「
演
劇
と
は
何
か
」と
い
う
問
い
が
根
底
に
あ
り
、演
劇
の
可

能
性
を
拡
張
し
、社
会
に
接
続
す
る
方
法
を
追
求
し
て
い
る
。「
東
京
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 （
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー
）、「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

62
」、「
個
室
都
市
東

京
」、「
完
全
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、「
国
民
投
票
プ
ロ
ジ
ェ
クト
」、「
光
の
な
い
Ⅱ （
福
島
ー
エ
ピ
ロ
ー
グ
？
）」
、「
東
京
ヘ
テ
ロト
ピ
ア
」、「
横
浜
コ
ミ
ュ
ー

ン
」、
近
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
クト
に「
マ
クド
ナ
ル
ド
放
送
大
学
」「
ワ
ー
グ
ナ
ー・
プ
ロ
ジ
ェ
クト
」な
ど
が
あ
る
。

 西
尾
佳
織

 ［
劇
作
家
／
日
本
］  

19
85
年
、東
京
生
ま
れ
。劇
作
家
、演
出
家
、鳥
公
園
主
宰
。幼
少
期
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
過
ご
す
。東
京
大
学

に
て
寺
山
修
司
を
、東
京
藝
術
大
学
大
学
院
に
て
太
田
省
吾
を
研
究
。 2

00
7年
に
鳥
公
園
を
結
成
以
降
、全
作
品
の
脚
本
・
演
出
を
担
当
。

「
正
し
さ
」か
ら
外
れ
な
が
ら
も
確
か
に
存
在
す
る
も
の
た
ち
に
、少
しト
ボ
ケ
た
角
度
か
ら
、柔
ら
か
な
光
を
当
て
よ
う
と
試
み
て
い
る
。「
カ
ン
ロ
」に

て
第

58
回
、「
ヨ
ブ
呼
ん
で
る
よ
」に
て
第

62
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
に
ノミ
ネ
ー
ト
。鳥
公
園
以
外
の
主
な
作
品
と
し
て
は
、 F

/T
14
主
催
プ
ロ
グ

ラ
ム「
透
明
な
隣
人
～

-8
 エ
イト

-に
よ
せ
て
～
」（
作
・
演
出
）、

S
PA

C
ふ
じ
の
く
に
⇄
せ
か
い
演
劇
祭

20
15
参
加
作
品「
例
え
ば
朝

9時
に
は
誰

が
ル
ー
ム

51
の
角
を
曲
が
っ
て
く
る
か
を
知
っ
て
い
た
と
す
る
」（
作
・
共
同
演
出
）な
ど
。 2

01
5年
よ
り
セ
ゾ
ン
文
化
財
団
ジ
ュ
ニ
ア・
フェ
ロ
ー
。

 古
市
保
子

 ［
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
美
術
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
／
日
本
］  国
際
交
流
基
金
に
お
い
て

19
90
年
より
現
在
ま
で
、ア
ジ
ア
と

日
本
の
美
術
交
流
事
業
を
手
が
け
る
。担
当
し
た
展
覧
会
とし
て「
美
術
前
線
北
上
中
―
東
南
ア
ジ
ア
の
ニ
ュ
ー
ア
ート
」 （

19
92
）を
口
火
に「
イ・
ブ
ル
」

（
20

03
）な
ど
を
担
当
。日
本
現
代
美
術
の
ア
ジ
ア
へ
の
紹
介
を
お
こ
な
う
。ま
た
、ア
ジ
ア
の
キ
ュレ
ー
タ
ー
と
の
協
働
事
業
に
て「
ア
ン
ダ
ー・
コ
ン
スト
ラ

ク
シ
ョ
ン
」展
（

20
02

-2
00

3）
を
始
め
、近
年
で
は「
他
人
の
時
間
」展
（

20
15

-2
01

6）
な
ど
を
担
当
し
た
。さ
ら
に
、ア
ジ
ア
の
若
手
キ
ュレ
ー
タ
ー
の
情
報

交
流
と
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に「
ア
ジ
ア
次
世
代
キ
ュレ
ー
タ
ー
会
議
」 （

20
06

-1
4）
や
、「

Co
nd

iti
on

 R
ep

or
t」（

20
15

-1
7）
を
実
施
す
る
と
共

に
、ア
ジ
ア
の
ア
ート
ス
ペ
ー
ス・
ガ
イド
（

20
02
、 0

5、
09
）や

Th
e 

Ja
pa

n 
Fo

un
da

tio
nA

si
a 

Ce
nt

er
 A

rt
 S

tu
di

es
シ
リ
ー
ズ（

20
15

-1
8）
を
発
行
。

 や
ん
ツ
ー

 ［
美
術
家
／
日
本
］  

19
84
年
、神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
生
ま
れ
。 2

00
9年
多
摩
美
術
大
学
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
専
攻
情
報
デ
ザ
イ
ン

研
究
領
域
修
了
。デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
基
盤
に
、行
為
の
主
体
を
自
律
型
装
置
や
外
的
要
因
に
委
ね
る
こ
と
で
人
間
の
身
体
性
を
焙
り
出
し
、表

現
の
主
体
性
の
問
う
作
品
を
多
く
制
作
す
る
。「

S
EN

S
EL

ES
S

 D
R

A
W

IN
G

 B
O

T」
が
第

15
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
、ア
ー
ト
部
門
に

お
い
て
新
人
賞
を
受
賞
。 2

01
3年
、新
進
芸
術
家
海
外
研
修
制
度
に
採
択
さ
れ
、バ
ル
セ
ロ
ナ
と
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
。 2

01
5年
か
ら
東
京
と
京

都
を
拠
点
に
活
動
。近
年
の
主
な
展
覧
会
に「
札
幌
国
際
芸
術
祭

20
14
」（
チ・
カ・
ホ
、 2

01
4）
、「
オ
ー
プ
ン・
ス
ペ
ー
ス

20
15
」（

N
TT
イ
ン
タ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 ［
IC

C
］、

20
15
）、「
あ
い
ちト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

20
16
」（
愛
知
県
美
術
館
愛
知
、 2

01
6）
、「

Va
ni

sh
in

g 
M

es
h」（
山
口
情
報
芸
術

セ
ン
タ
ー

 ［
YC

A
M
］、

20
17
）、「

D
O

M
A

N
I・
明
日
展
」（
国
立
新
美
術
館
、 2

01
8）
な
ど
が
あ
る
。

 3が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

展
覧
会「
記
録
と
想
起・
イメ
ー
ジ
の
家
を
歩
く
」よ
り

 小
森
は
る
か
＋
瀬
尾
夏
美
／
鈴
尾
啓
太
／
藤
井
光

 ［
日
本
］  

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
は
仙
台
市
に
あ
る
複
合
文
化
施
設
。東
日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
影
響
に
対
し
、市
民
、専
門
家
、ア
ー
テ
ィ
スト
、

ス
タッ
フ
が
協
働
し
、独
自
に
復
旧
・
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
・
発
信
し
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
と
し
て
、 2

01
1年
に「

3が
つ

11
に
ち
を

わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ

 ー
」を
開
設
。個
人
個
人
が
体
験
し
た「
震
災
」を
映
像
、写
真
、音
声
、テ
キ
スト
な
ど
で
記
録
し
て
き
た
。「
震
災
の

記
録

 ･
 市
民
協
働
ア
ー
カ
イ
ブ
」と
し
て
整
理
・
保
存
さ
れ
、ウ
ェ
ブ
サ
イト
で
の
公
開
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
の
配
架
、展
示
や
上
映
会
の
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。本
展
で
は
、こ
の
記
録
を
活
用
し
た
展
覧
会「
記
録
と
想
起
・イ
メ
ー
ジ
の
家
を
歩
く
」よ
り
、小
森
＋
瀬

尾
、鈴
尾
、藤
井
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

―10:00–17:00（予定）
パフォーマンス
「カット・グラス・ピース（草を刈る作品）」
チ・トゥー
会場‖山口市中央公園（YCAM前） 
申し込み不要
※天候により中止の場合は、
YCAMのウェブサイトで告知

―16:00–17:00
キュレーターズ・レクチャー
マーク・テ
井高久美子（YCAMキュレーター／日本）

英語・日本語

―18:00–19:00（終演予定）
レクチャー・パフォーマンス
「アジア・ザ・アンミラキュラス」
ホー・ルイアン
英語（日本語字幕あり）
 
―10:00–17:00（予定）
パフォーマンス
「カット・グラス・ピース（草を刈る作品）」
チ・トゥー
会場‖山口市中央公園（YCAM前） 
申し込み不要
※天候により中止の場合は、
YCAMのウェブサイトで告知

―11:00–12:00
レクチャー
「知るべきことは何もない：
トーマス・ラッフルズ
ジャワの地図と帝国認識論」
ファリッシュ・ヌール
英語（日本語逐次通訳あり）
 
―18:00–19:00（終演予定）
レクチャー・パフォーマンス
「アジア・ザ・アンミラキュラス」
ホー・ルイアン
英語（日本語字幕あり）
 
―15:00–16:30（終了予定）
レクチャー
「人類館と博覧会」
小原真史
日本語
 
―18:00–19:00（終演予定）
レクチャー・パフォーマンス
「なぜ私はここにいて、
彼女たちはあそこにいるのか
～からゆきさんをめぐる旅～」
西尾佳織
日本語

12.15
［土］

12.16
［日］

12.22
［土］

1.12
［土］

1.19
［土］

1.26
［土］

―18:00–19:00（終演予定）
レクチャー・パフォーマンス
「ネーム・ロンダリング」
イルワン・アーメット&ティタ・サリナ
インドネシア語（日本語対応あり）

―18:00–19:00（終演予定）
パフォーマンス
「通訳を手伝ってくれませんか？」
オクイ・ララ
英語・ミャンマー語・日本語

―18:00–19:00（終了予定）
レクチャー
「マッピング・カルチャー : 
変化の理解とマネージング」
ジャネット・ピレイ
英語（日本語逐次通訳あり）

2.23
［土］

2.24
［日］

―18:00–19:00（終了予定）
レクチャー
「ヒューマン・スプリング」
志賀理江子＋清水チナツ＋長崎由幹
日本語
 
―11:00–12:00（終演予定）
レクチャー・パフォーマンス
「アジアを歩く
Jalan-jalan di asia」
古市保子
演出‖マーク・テ
日本語

10:00-20:00
火曜日、年末年始（12/29–1/3）休館

｜会場‖YCAMホワイエほか ｜会場‖YCAMホワイエほか ｜会場‖YCAM2階ギャラリー、スタジオB

2018 2019

｜会場‖YCAMホワイエほかThe
Breathing
of Maps
The
Breathing
of Maps

The Breathing of Maps
呼 吸 す る 地 図 た ち

呼吸する地図たちThe
Breathing
of Maps

2.9［土］、2.10［日］、2.11［月・祝］
11:00–18:00（予定） ※お昼休憩あり／ 3日間通し

リサーチ・ワークショップ
「海賊スタディ」
高山明
定員‖15名
要事前申し込み
申し込み締め切り‖1月5日［土］
申し込みフォーム‖bm.form.ycam.jp

参加条件‖15歳以上、3日間通して参加可能
な方、合わせて1月12日［土］開催のイルワン・
アーメット&ティタ・サリナによるレクチャー・パ
フォーマンス「ネーム・ロンダリング」への参加
が望ましい　説明会を開催予定　詳細な日
程は、後日、YCAMのウェブサイトにて案内
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［レクチャー・パフォーマンス／レクチャー／パフォーマンス申し込み方法］
各回入場無料｜席数：50席｜締め切り：各回前日
各回ごとに「お申し込みはこちら」より申し込みフォームにお進みいただくか、
YCAM1階チケットインフォメーションにて直接お申し込みください。
座席数の定員に達し次第、締め切りいたします。空席があれば当日も受付可能です。
すべてのレクチャーは日本語対応。日本語のみのレクチャーに関して、
10日前までの事前申し込みの場合に限り、ウィスパリングでの英語通訳の提供が可能です。
お申し込みの際に、フォームにご記入ください。
申し込みフォーム：bm.form.ycam.jp

［問い合わせ先］
〒753-0075 山口市中園町 7-7
TEL 083-901-2222 / FAX 083-901-2216
information@ycam.jp

イベントに変更が生じた場合は、
YCAMのウェブサイトにて告知いたします。 www.ycam.jp  
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Mark Teh + YCAM マーク・テ＋YCAM 共同企画展

2018
December 15 (Sat)

10:00-17:00 (TBA)
Performance
“Cut Grass Piece”
chi too
Venue: Yamaguchi City Central Park (in front of YCAM)
*If the event will be cancelled due to bad 
weather, it will be announced on the YCAM 
website.
–
16:00-17:00
Curators’ lecture
Mark Teh
Idaka Kumiko (YCAM Curator / Japan)
English+Japanese
–
18:00-19:00 (TBA)
Lecture performance
“Asia the Unmiraculous”
Ho Rui An
English

 
December 16 (Sun)

10:00-17:00 (TBA)
Performance
“Cut Grass Piece”
chi too
Venue: Yamaguchi City Central Park (in front of YCAM)
*If the event will be cancelled due to bad 
weather, it will be announced on the YCAM 
website.
–
11:00-12:00
Lecture
“Nothing left to 
know:Stamford Raffles’ Map 
of Java and the Epistemology 
of Empire”
Farish A. Noor
English
–
18:00-19:00 (TBA)
Lecture performance
“Asia the Unmiraculous”
Ho Rui An
English

 
December 22 (Sat)

15:00-16:30 (TBA)
Lecture
“The 1903 Human Pavilion 
and Expositions”
Kohara Masashi
Japanese
–
18:00-19:00 (TBA)
Lecture performance
“Why I am here, why
she is there -Journeys
around Karayuki-san”
Nishio Kaori 
Japanese

The
Breathing
of Maps
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of Maps
Breathing

2019
January 12 (Sat)

18:00-19:00 (TBA)
Lecture performance
“Name Laundering”
Irwan Ahmett & Tita Salina 
Bahasa Indonesia
 

January 19 (Sat)
18:00-19:00 (TBA)
Performance
“Can you help me translate?”
Okui Lala
English + Burmese + Japanese
 

January 26 (Sat)
18:00-19:00 (TBA)
Lecture
“Mapping Culture: 
Understanding & Managing 
Change”
Janet Pillai
English
 

February 23 (Sat)
18:00-19:00 (TBA)
Lecture
“Human Spring”
Shiga Lieko + Shimizu Chinatsu +
Nagasaki Yoshitomo
Japanese
 

February 24 (Sun)
11:00-12:00 (TBA)
Lecture performance
“Jalan-jalan di Asia 
(Wandering in Asia)”
Furuichi Yasuko
Directed by Mark Teh
Japanese

The
Breathing
of Maps
Breathing
of Maps
BreathingBreathing
of Maps
Breathing
of Maps
Breathing

Exhibition

chi too “pika-boo”
–
Vandy Rattana “MONOLOGUE”
–
Ho Rui An
“Asia the Unmiraculous”
–
yang02 “Urbanized Typeface”
–
the center for remembering 3.11 
(sendai mediatheque) ” Works by 
Komori Haruka + Seo Natsumi / 
Suzuo Keita / Fujii Hikaru from 
the exhibition “Record and 
Recalling - Walking on the house 
of image”

In addition, document works related 
to lecture performances / lectures by 
participating artists and researchers 
will be presented.

Breathing
of Maps
Breathing
of Maps
BreathingBreathing

December 15, 2018 – March 3, 2019  10:00-20:00 | Closed on Tuesdays and winter holidays (Dec 29-Jan 3)

Foyer and Studio B, Yamaguchi Center for Arts and Media [YCAM]   Admission free
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Design: Shunsuke Onaka [Calamari Inc.]
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2019
February 9, 10, 11 (Sat, Sun, Mon)

11:00-18:00 (TBA)
Research workshop
“Pirates’ Study” 
Takayama Akira 
Japanese
Please check the detail information in 
Japanese on the front of this flyer.
 

2018                      2019
Dec 17 (Mon) – Mar 3 (Sun)

* Except Saturdays, Feb 10
17:30-18:30 (TBA)
Screening
Intramuros Performance Tour
“Walk This Way”
Carlos Celdran
EnglishBreathing




